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蛋白研受入担当教員名 中井正人 
葉緑体光定位運動は、植物の葉緑体が弱い光に集まることで光合成を効率化し、逆に強い光から逃れる

ように移動することで障害を防ぐ、植物の生存に必須の生理反応である。本研究は葉緑体光定位運動に

おいて未だ明らかにされていない信号伝達のメカニズムを明らかにすることを目指し、葉緑体光定位運

動の既知因子複合体の単離を介して新規制御因子を特定することを目的としている。 
これまでの共同研究により、葉緑体光定位運動を制御する青色光受容体 phot2、及び葉緑体の動力源で
ある cp-actin 繊維の重合に働く CHUP1 タンパク質それぞれの複合体を単離、質量分析の結果合計 56
もの候補因子を同定した。続いてこれら候補因子が実際に葉緑体運動に関与しているか、候補因子タン

パク質の発現を欠く T-DNA挿入変異体を用いた生理学的な実験によって検証した。 
プレートリーダーを用いて葉の光透過率を測定し、細胞内における葉緑体の局在変化を継時的に観測す

る方法では、葉緑体の集合反応及び逃避反応のどちらも著しい低下を見せる変異体は見られなかった。

しかしながら集合・逃避反応初期段階における反応速度を比較したところ、いくつかの変異体で若干の

反応の低下を確認することができた。その中には過去の研究ですでに CHUP1 に結合し、葉緑体運動に
関与することが明らかにされた因子も含まれており、複合体精製法や今回の生理学的な検証方法が有効

であることが示された。 
葉緑体光定位運動についての過去の研究では、大規模な変異体スクリーニングにより多くの制御因子が

同定されてきた。よって今後発見が期待される新規因子については、同じ機能を持ついくつかのタンパ

ク質が冗長的に機能していることが考えられる。本研究により、いくつかの因子において葉緑体運動へ

の関与の可能性が見出されたことは、今後の多重変異体での解析や、候補因子の局在及び動態観察等を

通じた詳細な機能解析へ向けての大きな進展となった。 
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